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大木町の概要

ゼロ・ウェイストの取り組み

1993(H5) ごみ分別開始

2006(H18).11 生ごみ分別開始

2008(H20).3 もったいない宣言

2010(H22).10 プラスチック分別開始

2011(H23).10 紙おむつ分別開始

Ｈ２４年度 ごみデータ

分別品目 ２７

リサイクル率 ６２．５％（人口１０万人未満全国第３位）

燃やすごみ １３１２ｔ（１人１日当たり２４７ｇ）

燃えないごみ ２ｔ（１人１日当たり０．４ｇ）

資源ごみ ２０４６ｔ（１人１日当たり３８５ｇ）高齢者のみの単身世帯（６５歳以上）＝４９６世帯
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紙おむつリサイクル H23.10月スタート

大便はトイレ
に流してね！

指定袋（１５Ｌ袋、１０枚１５０円）
に入れ、口をしっかり結んで出し
ます。

行政区に１箇所程度設置してい
る回収ボックスに投入（いつでも
持込みＯＫ）。回収は週2回

大牟田エコタウン内のリサイク
ル施設で水溶化分離処理。再
生パルプを作ります。

再生パルプを外壁材に利用して
います。環境プラザ研修室の外
壁材もこのボードを利用。

紙おむつ、ﾊﾟｯﾄ、お尻ふき
（ウェットティッシュ）が出せます。
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紙おむつ回収の状況
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回収量実績（直近の１年間で試算）：８９ｔ／年
目標１１７ｔ／年

回収量／kg

＝ 回収率：７６％



研究目的

 紙おむつ回収率は７６％に達しているが、回収拠
点まで持ち込めない高齢者等世帯の支援対策とし
て、訪問回収事業を実施し回収率を向上させる。

 紙おむつと合わせ、その他の資源ごみ等も訪問回
収し、全体的なリサイクル推進を図る。

 訪問回収と福祉事業を連携し、高齢者へのやさし
い施策の実現を目指す。
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訪問回収(ゴミ出しサポート)事業の概要

【排出】 【収集・運搬】
シルバー人材センター
に回収業務委託

【見守り・シルバー
サービス事業の展開】

【集積場】

環境プラザ

【シルバーサービス事業の詳細】

ごみ出しサポート事業に合わ
せ、訪問世帯の高齢者等から、
困っていることを御用聞き

シルバー人材セン
ター事務局へ連絡

半ボランティア事業、粗大ごみ
回収事業等、他事業を展開

シルバー男女ペア
による回収体制
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包括支援センター
（高齢者の総合的支援を行う）

民生委員 社会福祉協議会・ヘルパー

ケア・マネージャー
シルバー人材センター

環境課に事業申請

台帳整備

対象世帯のリストアップ

一人暮らし
の高齢者は
比較的元気

課題：訪問回収(ゴミ出しサポート)事業の
仕組み確立

・対象世帯のリストアップ、台帳の更新
・包括支援センターを司令塔にした情報の一元管理
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課題：訪問回収(ゴミ出しサポート)事業の
仕組み確立

・施設入所等で入れ替わりが激しい高齢者に対応でき
る体制を目指す

訪問確認票

移動確認票
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訪問回収ごみの推移

資源ごみ回収量 燃やすごみ 紙おむつ

課題：紙おむつ等回収量の増加

区 分 回収量(実績) 目標

紙おむつ回収量の増加 8kg/月 (300kg/月)

資源ごみ回収量の増加 297kg/月 (360kg/月)

訪問回収ごみ総量の把握 384kg/月 －

高齢者世帯か
らのごみ排出
量は総じて
少ない
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ごみ出しサポート 紙おむつ支給

事業等対象世帯 対象世帯

調査方法

実施期間

調査件数

調査件数内訳 24件 33件 29件

調査対象

大木町の住人

聞き取り調査

2014年1月6日～31日

98件

その他

1.調査世帯属性（調査対象世帯に関する情報）

2.高齢者の日常生活
3.高齢者のごみ出しについて
4.紙おむつ分別・リサイクル事業
5.ごみ出しサポート事業

課題：訪問回収(ゴミ出しサポート)事業の総合評価
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平成２６年２月５日 熊本日日新聞 15



訪問回収の様子
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